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　「
御
～
あ
り
」・「
御
～
候
ふ
」の
尊
敬
形
式
と
し
て
の
発
達
度
の
違
い

　
　
　
　
　
―
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
と
の
対
照
か
ら
―

林
　
田
　
明
　
子

　
　
　

一　

本
稿
の
目
的

　

覚
一
本
平
家
物
語
（
高
野
本
・『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
本
文

に
拠
る
）
に
、
次
の
よ
う
な
尊
敬
表
現
が
見
ら
れ
る
。

　
　

⑴�

主
上
な
の
め
な
ら
ず
御
歎
あ
り
け
り
。〈
頼
豪
、
上
、

一
五
四
・
一
六
〉

　
　

⑵�

か
や
う
の
事
共
に
、
御
悩
は
つ
か
せ
給
ひ
て
、
遂
に
御
か
く

れ
あ
り
け
る
と
ぞ
聞
え
し
。〈
小
督
、
上
、
三
三
八
・
三
〉

　

こ
の
よ
う
な
「
御
～
あ
り
」
の
形
式
（
以
下
、「
御
～
あ
り
」
と

呼
ぶ
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　

・�

鎌
倉
時
代
以
降
新
し
く
加
わ
り
、
室
町
時
代
に
盛
ん
に
行
わ

れ
た
形
式
で
あ
る
（
金
田
弘 

一
九
八
一
：
一
六
九
頁
、
柳

田
征
司 

一
九
八
五
：
二
〇
五
頁
）。

　
　

・�「
御
～
あ
り
」
は
極
め
て
高
い
敬
意
の
表
現
で
あ
る
（
桜
井

光
昭 

一
九
七
一
：
二
四
五
頁
、
金
田
弘 

一
九
八
一
：

一
六
九
頁
）。

　

こ
れ
ら
の
指
摘
か
ら
、「
御
～
あ
り
」が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、

中
世
後
期
以
降
で
あ
る
も
の
の
、
中
世
前
期
に
は
尊
敬
形
式
の
一
つ

と
し
て
発
達
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
、
高
い
敬
意
を
表
す
尊
敬
形
式
で

あ
る
こ
と
、
の
二
点
が
わ
か
る
。
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一
方
で
、
覚
一
本
平
家
物
語
に
は
、
尊
敬
語
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」

に
尊
敬
の
助
動
詞
「
す
」「
さ
す
」
を
重
ね
る
こ
と
で
、「
～
た
ま
ふ
」

よ
り
も
高
い
敬
意
を
表
す
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
の
例
も
見
ら
れ

る
。

　
　

⑶�

一
人
は
、
普
賢
寺
殿
の
北
の
政
所
に
な
ら
せ
給
ふ
。〈
吾
身

栄
花
、
上
、
一
六
・
二
〉

　
　

⑷�

御
門
（
＝
二
条
上
皇
）
か
く
れ
さ
せ
給
て
は
、
…
…
。〈
清

水
寺
炎
上
、
上
、
三
五
・
三
〉

　

こ
の
よ
う
に
、
覚
一
本
平
家
物
語
に
お
い
て
は
、
⑴
、
⑵
の
よ
う

な
「
御
～
あ
り
」
の
例
と
、
⑶
、
⑷
の
よ
う
な
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま

ふ
」
の
例
と
が
、
極
め
て
高
い
敬
意
の
表
現
と
い
う
共
通
点
を
持
っ

て
共
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
形
式
の
間
に
ど
の
よ
う

な
差
異
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
論
じ
ら
れ
て

き
た
と
は
言
い
が
た
い
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
以
下
の
二
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　

１�「
御
～
あ
り
」
と
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
と
の
差
異
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る（

（
（

。
そ
の
上
で
、「
御

～
あ
り
」
が
、
中
世
前
期
に
敬
語
表
現
と
し
て
加
わ
っ
た
と

さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、な
ぜ
中
世
後
期
に
至
る
ま
で「
盛

ん
に
行
わ
れ
」
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

　
　

２�

加
え
て
、「
御
～
あ
り
」の「
あ
り
」を
丁
寧
語
に
し
た
形
式
、

「
御
～
候
ふ
」
に
つ
い
て
も
調
査
す
る
。「
御
～
あ
り
」
と
「
御

～
候
ふ
」
と
は
、
丁
寧
語
の
有
無
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
同
質
の

も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
問
題
が

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。「
御
～
あ
り
」・「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」

の
対
照
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
引
用
文
中
の
（　

）
は
補
足
説
明
を
、〈　

〉
は
巻
名
、
新

日
本
古
典
文
学
大
系
の
頁
数
と
行
数
を
示
す
た
め
に
筆
者
が
付
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
　
　

二
「
御
～
あ
り
」
と
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」

　

ま
ず
、「
御
～
あ
り
」
と
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
と
の
間
に
予

想
さ
れ
る
差
異
を
ま
と
め
る
と
、大
き
く
次
の
二
点
に
分
け
ら
れ
る
。
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①
介
在
・
上
接
す
る
語
が
漢
語
か
和
語
か
と
い
う
差
。

　
　

②
敬
意
の
対
象
と
な
る
人
物
の
身
分
差
。

で
は
、
実
際
に
①
②
の
よ
う
な
差
異
は
見
ら
れ
る
の
か
、
以
下
で
述

べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

二
・
一　

�「
御
～
あ
り
」
と
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
に
介
在
・

上
接
す
る
語

　

ま
ず
、
①
の
視
点
か
ら
「
御
～
あ
り
」
と
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」

を
見
て
み
る
。「
御
～
あ
り
」
に
は
、「
御
参
詣
あ
り
」
や
「
御
懐
妊

あ
り
」
の
よ
う
に
、
漢
語
が
介
在
し
た
も
の
が
多
く
、
そ
の
数
は
、

堀
畑
正
臣
（
二
〇
一
〇
）
に
よ
れ
ば
、「
御
～
あ
り
」
全
体
の
八
割

に
の
ぼ
る
。
こ
の
点
で
、
文
体
差
と
い
う
側
面
は
、
少
な
か
ら
ず
認

め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
の
も
事
実
で

あ
る
。
両
形
式
に
介
在
・
上
接
す
る
語
に
は
、
次
の
よ
う
に
共
通
す

る
も
の
が
あ
る
。

　
　

⑸�

（
高
倉
上
皇
ハ
）か
や
う
の
事
共
に
、御
悩
は
つ
か
せ
給
ひ
て
、

遂
に
御
か
く
れ
あ
り
け
る
と
ぞ
聞
え
し
。〈
小
督
、
上
、

三
三
八
・
二
〉

　
　

⑹�

又
後
二
条
関
白
殿
、
御
ぐ
し
の
き
は
に
悪
御
瘡
出
で
さ
せ
給

て
、
う
ち
臥
さ
せ
給
ひ
し
が
、
同
廿
七
日
、
御
年
卅
八
に
て
、

遂
に
か
く
れ
さ
せ
給
ぬ
。〈
立
願
、
上
、
五
五
・
一
四
〉

　
　

⑺�

丹
波
少
将
（
＝
成
経
）、
そ
な
た
の
風
も
さ
す
が
な
つ
か
し

う
や
思
は
れ
け
む
、
或
時
兼
康
を
召
し
て
、「
是
よ
り
大
納

言
殿
の
御
渡
あ
ん
な
る
、
備
前
の
有
木
の
別
所
へ
は
い
か
程

の
道
ぞ
」
と
問
ひ
給
へ
ば
、〈
阿
古
屋
之
松
、
上
、
一
〇
九
・�

八
〉

　
　

⑻�

（
高
倉
）
宮
は
高
倉
を
北
へ
、
近
衛
を
東
へ
、
賀
茂
河
を
わ

た
ら
せ
給
て
、
如
意
山
げ
い
ら
せ
お
は
し
ま
す
。〈
競
、
上
、

二
二
〇
・
四
〉 

　

⑸
、
⑹
は
、「
隠
る
」、
⑺
、
⑻
は
、「
渡
る
」
が
そ
れ
ぞ
れ
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、「
御
～
あ
り
」
と
「
～
せ
・

さ
せ
た
ま
ふ
」
の
両
方
で
使
用
さ
れ
て
い
る
語
を
ま
と
め
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。
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こ
の
よ
う
に
、「
御
～
あ
り
」
に
介
在
す
る
語
と
、「
～
せ
・
さ
せ

た
ま
ふ
」
に
上
接
す
る
語
に
は
、
共
通
す
る
語
が
見
ら
れ
る
。
こ
の

点
で
両
形
式
は
あ
る
程
度
の
共
通
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
漢
語
か

和
語
か
と
い
う
文
体
的
な
観
点
か
ら
だ
け
で
は
、
両
形
式
の
違
い
を

説
明
で
き
な
い
。

　

で
は
、
次
に
②
の
観
点
か
ら
比
べ
て
み
る
。「
御
～
あ
り
」
と
「
～

せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
の
敬
意
の
対
象
に
違
い
が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か

と
い
う
観
点
で
あ
る
。
会
話
文
で
は
、
統
一
的
な
敬
度
の
測
定
が
難

し
い
た
め
、こ
こ
で
は
地
の
文
に
限
っ
て
考
察
を
行
う
。そ
の
上
で
、

「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
と
「
御
～
あ
り
」
と
の
敬
意
の
対
象
を
比

較
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
、
両
形
式
の
敬
意
の
対
象
に
は
、
共
通
の

も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。

帝
・
上
皇

　
　

⑼�

（
高
倉
上
皇
ハ
）か
や
う
の
事
共
に
、御
悩
は
つ
か
せ
給
ひ
て
、

遂
に
御
か
く
れ
あ
り
け
る
と
ぞ
聞
え
し
。〈
小
督
、
上
、

三
三
八
・
二
〉

　
　

⑽�

御
門
（
＝
村
上
）、
御
琵
琶
を
さ
し
お
か
せ
給
ひ
て
、「
抑
汝

は
い
か
な
る
も
の
ぞ
。
い
づ
く
よ
り
来
れ
る
ぞ
」
と
御
尋
ね

あ
れ
ば
、〈
青
山
之
沙
汰
、
下
、
五
四
・
七
～
八
〉

関
白

　
　

⑾�

関
白
殿
（
＝
藤
原
基
房
）
ち
か
ら
及
ば
せ
た
ま
は
ず
、
御
涙

を
お
さ
へ
て
御
退
出
あ
り
。〈
葵
前
、
上
、
三
三
〇
・
六
～
七
〉

后
　
　

⑿�

大
宮
（
＝
太
皇
太
后
宮
）
か
く
（
＝
入
内
の
宣
旨
が
下
っ
た

こ
と
）
と
き
こ
し
め
さ
れ
け
る
よ
り
、
御
涙
に
沈
ま
せ
お
は

し
ま
す
。「
…
…
」
と
ぞ
、
御
歎
あ
り
け
る
。〈
二
代
后
、
上
、

三
一
・
一
〇
〉

　
　

⒀�

（
太
皇
太
后
宮
ハ
）
さ
き
の
き
さ
い
の
宮
に
て
、
幽
か
な
る

御
あ
り
さ
ま
に
て
わ
た
ら
せ
給
し
が
、永
暦
の
こ
ろ
ほ
ひ
は
、

御
年
廿
二
三
に
も
や
な
ら
せ
給
け
む
、
御
さ
か
り
も
す
こ
し

過
ぎ
さ
せ
お
は
し
ま
す
ほ
ど
な
り
。〈
二
代
后
、
上
、

三
〇
・
一
〇
〉

参
り　

渡
り（

（
（

　

出
で　

上
り　

と
ど
ま
り　

隠
れ　

忘
れ　

許
し　

く
だ
り　

誓
ひ　

歎
き



― 52―

⑼
、
⑽
、
⑾
は
い
ず
れ
も
、
同
一
人
物
に
対
し
て
一
連
の
文
脈
で
「
御

～
あ
り
」
と
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
と
が
使
用
さ
れ
た
例
で
あ
る
。

⑼
は
上
皇
、
⑽
は
帝
、
⑾
は
関
白
へ
の
敬
意
で
あ
る
。
ま
た
、
⑿
、

⒀
で
は
、
文
脈
的
に
は
比
較
的
離
れ
て
い
る
も
の
の
、
同
一
巻
の
地

の
文
で
、
同
一
の
后
に
対
し
て
「
御
～
あ
り
」
と
「
～
せ
・
さ
せ
た

ま
ふ
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
事
実
か
ら
は
、
次
の
二
点
が

指
摘
で
き
る
。

　

一
点
目
は
、
両
形
式
が
一
連
の
文
脈
で
使
用
さ
れ
て
い
る
事
で
あ

る
。
敬
意
差
が
あ
る
な
ら
ば
、
両
形
式
が
一
連
の
文
脈
に
お
い
て
使

用
さ
れ
る
事
は
考
え
に
く
い
。
二
点
目
は
、
両
形
式
が
、
帝
・
后
・

関
白
と
い
っ
た
非
常
に
高
い
身
分
の
人
物
に
使
用
さ
れ
て
い
る
事
で

あ
る
。敬
意
差
が
あ
る
な
ら
ば
、両
形
式
の
敬
意
の
対
象
の
上
限
も
、

異
な
る
蓋
然
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
両
形
式
に
お
け
る
敬
意
の

対
象
の
身
分
の
上
限
に
は
、
大
き
な
違
い
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
両
形
式
の
共
起
語
、
敬
意
の
対
象
を
比
較
し
た

と
こ
ろ
、
両
形
式
に
は
共
通
点
が
多
く
見
ら
れ
、
両
形
式
が
一
連
の

文
脈
で
連
続
し
て
使
用
さ
れ
た
例
も
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
単

純
に
和
語
か
漢
語
か
と
い
う
違
い
、
敬
意
の
度
合
い
の
違
い
で
あ
る

と
結
論
付
け
る
事
は
で
き
な
い
。

　

で
は
、
両
形
式
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

二
・
二　
「
御
～
あ
り
」
と
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
の
活
用
形

　

こ
の
問
題
を
考
え
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
両
形
式
の
活
用
形
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活

用
形
ご
と
の
例
数
を
挙
げ
る
。

　
【
表
一
】
か
ら
は
、「
御
～
あ
り
」
に
未
然
形
の
例
が
見
ら
れ
な
い

点
、命
令
形
の
例
数
が
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で「
～
せ
・

さ
せ
た
ま
ふ
」
と
の
間
に
大
き
な
開
き
が
見
ら
れ
る
事
に
注
目
さ
れ

る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
実
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下

で
考
え
て
い
く
。

【
表
一
】

未
然

連
用

終
止

連
体

已
然

命
令

合
計

御
～
あ
り

七
八

二
一

二
二

八

一

一
三
〇

～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ

五
六

三
二
六
一
〇
六

七
四

三
九

四
五

六
四
六
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二
・
三　

�「
御
～
あ
り
」
と
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
の
命
令
形

の
機
能

　

前
掲
の
【
表
一
】
で
注
目
し
た
二
つ
の
事
実
の
う
ち
、
本
稿
で
は
、

「
御
～
あ
り
」
に
一
例
の
み
見
ら
れ
る
命
令
形
と
、「
～
せ
・
さ
せ
た

ま
ふ
」
の
命
令
形
と
に
注
目
す
る
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
堀
畑
正
臣
（
二
〇
一
〇
）
で
は
、「
御
～
あ
り
」
が
尊

敬
形
式
と
し
て
一
体
化（

（
（

し
て
い
る
と
認
定
す
る
基
準
を
、
次
の
よ
う

に
規
定
し
て
い
る
。

　
　

�

そ
れ
ら
（
筆
者
注
：「
御
～
あ
り
」）
が
増
加
し
て
も
す
ぐ
動
詞

的
な
働
き
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
。こ
れ
ら
が
会
話
表
現
で「
当

為
表
現
」
や
「
依
頼
・
命
令
表
現
」
に
な
っ
た
時
に
「
御
～
あ

り
」
全
体
が
動
詞
と
し
て
機
能
す
る
。（
六
八
三
頁
）

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
堀
畑
正
臣
（
二
〇
一
〇
）
で
は
、
中
古
の
「
御

～
あ
り
」
を
「
動
詞
的
な
働
き
」、
つ
ま
り
、
尊
敬
形
式
と
し
て
一

体
化
し
て
い
る
と
は
認
め
て
い
な
い
。
会
話
表
現
に
お
い
て
「
当
為

表
現
」・「
依
頼
・
命
令
表
現
」
に
な
る
こ
と
を
、「
御
～
あ
り
」
の

尊
敬
形
式
と
し
て
の
発
達
の
基
準
と
す
る
こ
の
指
摘
自
体
は
、
合
理

的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
例
は
、
中
世
後
期

に
成
立
し
た
天
草
版
平
家
物
語
の
例
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、

こ
の
時
代
に
は
尊
敬
形
式
「
御
～
あ
り
」
が
盛
ん
に
使
用
さ
れ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　

⒁�

（
右
馬
允
→
喜
一
）「
…
…
あ
ら
あ
ら
略
し
て
お
語
り
あ
れ
。」

〈
天
草
版
平
家
物
語 

巻
一
、
三
頁
〉

　　

⒁
は
会
話
文
で
あ
り
、
話
し
手
の
右
馬
允
は
、
聞
き
手
の
喜
一
に

対
し
て
依
頼
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
の
「
御
～
あ
り
」

は
、「
あ
な
た
が
語
る
と
い
う
事
態
が
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
考
え
る

の
は
不
自
然
で
あ
り
、「
お
語
り
く
だ
さ
い
」
と
い
う
「
依
頼
・
命

令
表
現
」
と
し
て
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
依
頼
・

命
令
表
現
」
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
尊
敬
形
式
と
し
て
一
体
化

し
た
か
ど
う
か
の
基
準
と
す
る
事
に
は
意
義
が
あ
る
。

　

し
か
し
、「
当
為
表
現
」・「
依
頼
・
命
令
表
現
」
の
認
定
基
準
が

厳
密
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
。
堀
畑
正
臣

（
二
〇
一
〇
）
に
お
い
て
、「
当
為
表
現
」・「
命
令
・
依
頼
表
現
」
は
、

文
脈
の
中
で
、
そ
の
文
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
し
て
い
る
か
と
い
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う
点
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
ど
の
よ
う
な
助
動
詞
を
下
接
す
る
か
、

ど
の
よ
う
な
活
用
形
を
と
る
か
、
と
い
う
形
式
上
の
観
点
か
ら
機
械

的
に
設
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
命
令
形
の
例

は
す
べ
て
「
命
令
・
依
頼
表
現
」
に
繰
み
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る（
（
（

。
し
か
し
、
命
令
形
に
よ
る
表
現
は
、
決
し
て
「
命
令
・
依
頼
表

現
」
だ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
命
令
形
に
よ
る
表
現
を
よ
り
詳
し

く
観
察
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
御
～
あ
り
」
と
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
の
命
令
形
に
よ
る
表

現
に
は
、
聞
き
手
が
い
る
場
合
と
い
な
い
場
合
と
が
あ
る
。
聞
き
手

が
い
る
場
合
を
「
行
為
要
求
」、
い
な
い
場
合
を
「
希
求
」
と
し
て
、

「
御
～
あ
り
」・「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」そ
れ
ぞ
れ
の
例
数
を
示
す
と
、

次
の
【
表
二
】
の
よ
う
に
な
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
例
を
、
次
に
挙
げ
る
。

　
　

⒂�

（
壱
岐
判
官
朝
康
→
後
白
河
法
皇
）「
義
仲
お
こ
の
者
で
候
。

只
今
朝
敵
に
な
り
候
な
ん
ず
。
急
ぎ
追
討
せ
さ
せ
給
へ
」
と

申
け
れ
ば
、〈
鼓
判
官
、
下
、
一
〇
二
・
八
〉

　
　

⒃�

（
重
盛
ハ
）
金
銭
九
十
九
文
、
皇
子
の
御
枕
に
お
き
、「
…
…

御
命
は
方
士
東
方
朔
が
齢
を
た
も
ち
、
御
心
に
は
天
照
大
神

入
れ
か
は
ら
せ
給
へ
」
と
て
、〈
御
産
、
上
、
一
四
八
・
九
〉

　

⒂
は
、
義
仲
に
嘲
弄
さ
れ
た
朝
康
が
、
後
白
河
法
皇
に
義
仲
追
討

を
進
言
す
る
場
面
で
あ
り
、「
行
為
要
求
」
の
例
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
⒃
は
、
誕
生
し
た
ば
か
り
の
皇
子
が
立
派
な
天
子
に

な
る
よ
う
に
祈
る
場
面
で
あ
り
、「
希
求
」
の
例
で
あ
る
。
一
方
、「
御

～
あ
り
」
の
命
令
形
「
御
～
あ
れ
」
の
唯
一
の
例
は
、「
希
求
」
の

例
で
あ
る
。

　
　

⒄�

此
御
娘
后
に
た
た
せ
給
ひ
し
か
ば
、
入
道
相
国
夫
婦
共
に
、

あ
は
れ
い
か
に
も
し
て
、
皇
子
御
誕
生
あ
れ
か
し
、
位
に
つ

け
奉
り
、
外
祖
父
、
外
祖
母
と
あ
ふ
が
れ
ん
と
ぞ
ね
が
は
れ

け
る
。〈
大
塔
建
立
、
上
、
一
五
一
・
六
〉

【
表
二
】

行
為
要
求

希
求

御
～
あ
り

一

～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ

四
三

二
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こ
れ
は
、
清
盛
夫
妻
が
皇
子
の
誕
生
を
望
む
場
面
で
の
心
内
文
で

あ
る
。
形
式
上
は
、「
御
～
あ
れ
」
と
、
命
令
形
に
は
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
心
内
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
な
ん
と
か
し
て
皇
子
が
ご

誕
生
に
な
り
な
さ
い
」
の
よ
う
な
「
行
為
要
求
」
を
表
し
て
い
る
と

は
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、「
な
ん
と
か
し
て
皇

子
の
御
誕
生
と
い
う
事
態
が
あ
っ
て
ほ
し
い
」
の
よ
う
に
、「
希
求
」

の
例
と
解
釈
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
尊
敬
形
式

と
し
て
一
体
化
を
果
た
し
た
「
御
～
あ
り
」
の
確
例
と
は
認
め
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。　　
　
　
　
　
　
　

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
次
の
二
点
が
指
摘
で
き
る
。

　

一
つ
目
は
、「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
は
命
令
形
に
よ
る
「
行
為

要
求
」
を
表
せ
る
と
い
う
点
で
、「
御
～
あ
り
」
と
は
表
現
領
域
が

異
な
る
点
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、「
行
為
要
求
」
の
例
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

「
御
～
あ
り
」
に
「
依
頼
・
命
令
表
現
」
の
確
例
が
見
ら
れ
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
尊
敬
形
式
と
し
て
の
一
体
化
を
果

た
し
て
い
れ
ば
、「
依
頼
・
命
令
表
現
」
の
例
が
現
れ
て
も
お
か
し

く
な
い
の
で
、
覚
一
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
御
～
あ
り
」
が
尊
敬

形
式
と
し
て
一
体
化
を
果
た
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
機
能
差
の
面
か
ら
検
討
を
加
え
た
結
果
、
覚
一
本

平
家
物
語
の
「
御
～
あ
り
」
は
、
尊
敬
形
式
と
し
て
の
一
体
化
を
果

た
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

二
・
四　

本
節
の
ま
と
め

　

本
節
で
は
、「
御
～
あ
り
」
と
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
と
の
差

異
に
つ
い
て
調
査
・
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
介
在
・
上
接
語

が
漢
語
か
和
語
か
と
い
う
違
い
で
は
説
明
で
き
ず
、
ま
た
敬
意
差
と

も
考
え
が
た
い
こ
と
を
述
べ
た
。
で
は
、
両
形
式
の
差
異
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
と
い
う
と
、
命
令
形
の
機
能
差
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
行
為

要
求
」
も
「
希
求
」
も
表
し
う
る
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
に
対
し

て
、「
御
～
あ
り
」
は
「
希
求
」
し
か
表
さ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
御

～
あ
り
」
は
尊
敬
形
式
と
し
て
の
一
体
化
を
果
た
し
て
い
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

三　
「
御
～
あ
り
」
の
丁
寧
語
形
式
に
つ
い
て

　
「
御
～
あ
り
」
が
尊
敬
形
式
と
し
て
未
発
達
な
も
の
で
あ
っ
た
と

す
る
と
、
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
「
御
～
候
ふ
」
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で
あ
る
。
従
来
、「
御
～
あ
り
」
の
「
あ
り
」
の
部
分
を
「
候
ふ
」

に
転
換
し
た
も
の
が
「
御
～
候
ふ
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ

で
、「
御
～
候
ふ
」に
つ
い
て
も「
御
～
あ
り
」と
同
様
の
調
査
を
行
っ

て
み
る
。

　

三
・
一　
「
御
～
候
ふ
」
の
活
用
形

　

ま
ず
、「
御
～
候
ふ
」
の
活
用
形
ご
と
の
例
数
を
【
表
三
】
で
確

認
し
て
み
る
。【
表
三
】
に
は
、
参
考
と
し
て
「
御
～
あ
り
」
の
例

数
も
挙
げ
て
あ
る
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、「
御
～
あ
り
」
の
活
用
形
が
揃
っ
て
お
ら
ず
、

命
令
形
の
例
が
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、「
御
～
候
ふ
」

は
、
活
用
形
が
揃
っ
て
お
り
、
命
令
形
も
一
三
例
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
で
は
、「
御
～
あ
り
」
に
見
ら
れ
た
機
能
の
不
十
分
さ
は
、「
御

～
候
ふ
」
に
も
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
確
認
す
る
。

　

三
・
二　
「
御
～
候
ふ
」
の
命
令
形
の
機
能

　
「
御
～
あ
り
」の
命
令
形
に
は「
行
為
要
求
」の
例
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
が
、「
御
～
候
ふ
」
に
は
、
命
令
形
に
よ
る
「
行
為
要
求
」
の
例

が
見
ら
れ
る
。

　
　

⒅�

（
大
納
言
成
親
→
清
盛
）
大
納
言
、「
ま
ッ
た
く
さ
る
事
候
は

ず
。
人
の
讒
言
に
て
ぞ
候
ら
む
。
よ
く
〳
〵
御
尋
ね
候
へ
」

と
申
さ
れ
け
れ
ば
、〈
小
教
訓
、
上
、
八
二
・
一
〉

　
　

⒆�

（
斎
藤
別
当
実
守
→
宗
盛
）「
…
…
故
郷
へ
は
錦
を
着
て
帰
れ

と
い
ふ
事
の
候
。
錦
の
直
垂
、
御
ゆ
る
し
候
へ
」
と
申
け
れ

ば
、〈
願
書
、
下
、
二
六
・
七
〉

　

⒅
は
聞
き
手
と
し
て
清
盛
、⒆
は
宗
盛
が
存
在
し
、そ
れ
ぞ
れ「
尋

ね
る
」「
出
る
」
と
い
う
動
作
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、「
御
～
候
ふ
」
の
命
令
形
「
御
～
候
へ
」
は
、「
行
為
要
求
」

の
機
能
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

次
の
【
表
四
】
は
、「
御
～
候
ふ
」
の
命
令
形
を
「
行
為
要
求
」

【
表
三
】

未
然

連
用

終
止

連
体

已
然

命
令

合
計

御
～
あ
り

七
八

二
一

二
二

八

一

一
三
〇

御
～
候
ふ

四

九

一
〇

一
三

一

一
三

五
一
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と
「
希
求
」
と
に
分
け
、
例
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

先
に
確
認
し
た
通
り
、「
御
～
あ
り
」
の
唯
一
の
命
令
形
、「
御
誕

生
あ
れ
か
し
」
は
、「
希
求
」
で
あ
り
、「
行
為
要
求
」
の
例
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
一
方
、「
御
～
候
ふ
」
に
は
、「
行
為
要
求
」
と
言
え

る
命
令
形
が
一
三
例
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、「
御
～
候
ふ
」
は
「
御

～
あ
り
」
よ
り
も
、
尊
敬
形
式
と
し
て
一
体
化
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、「
希
求
」
の
例
が
な
い
の
は
、「
候
ふ
」
が
丁
寧
語
で

あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
丁
寧
語
が
聞
き
手
へ
の
敬
意
を
表
す
以

上
、
聞
き
手
が
い
な
い
こ
と
を
要
件
と
す
る
「
希
求
」
の
例
が
見
ら

れ
な
い
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

三
・
三　
「
御
～
候
ふ
」
が
行
為
要
求
の
機
能
を
も
つ
理
由

　
「
御
～
あ
り
」
に
お
い
て
は
命
令
形
「
御
～
あ
れ
」
の
機
能
に
欠

落
が
あ
り
、
そ
の
欠
け
た
領
域
を
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
の
命
令

形
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
へ
」
が
担
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
御

～
候
ふ
」
の
命
令
形
「
御
～
候
へ
」
に
は
、
行
為
要
求
の
例
が
見
ら

れ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
理
由
を
探
る
た
め
に
、「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
に
「
候
ふ
」

を
加
え
た
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ひ
候
ふ
」
を
見
て
み
る
。
次
の
【
表

五
】
は
、
そ
の
活
用
形
ご
と
の
例
数
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
見
る
と
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ひ
候
ふ
」
の
命
令
形
は
見
ら

れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
命
令
形
「
～
せ
・
さ
せ

た
ま
ひ
候
へ
」
と
い
う
形
式
が
存
在
し
な
い
た
め
に
、
そ
の
領
域
を

命
令
形
「
御
～
候
へ
」
が
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

三
・
四　

本
節
の
ま
と
め

　
「
御
～
候
ふ
」
に
は
、「
御
～
あ
り
」
と
は
異
な
り
、
行
為
要
求
の

例
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
命
令
形
の
機
能
と
い
う
点
か
ら
見

【
表
四
】行

為
要
求

希
求

合
計

一
三

一
三

【
表
五
】

未
然

連
用

終
止

連
体

已
然

命
令

合
計

二

一
〇

二

二

三

一
九
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る
と
「
御
～
候
ふ
」
は
「
御
～
あ
り
」
よ
り
も
先
に
尊
敬
形
式
と
し

て
発
達
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

四　

�

な
ぜ
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ひ
候
へ
」
で
は
な
く
「
御
～

候
へ
」
な
の
か

　

三
節
に
お
け
る
考
察
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
浮
か
び
上
が

る
。
そ
れ
は
、
な
ぜ
「
御
～
あ
り
」
よ
り
も
「
御
～
候
ふ
」
が
先
に

尊
敬
形
式
と
し
て
一
体
化
を
果
た
し
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ

の
点
に
関
し
て
は
、
次
の
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
つ
目
の
理
由
は
、
中
古
に
お
い
て
、「
～
た
ま
ひ
は
べ
り
」
の

よ
う
な
「
尊
敬
語
＋
丁
寧
語
」
の
よ
う
な
承
接
例
が
ほ
ぼ
見
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
制
約
は
中
世
以
降
弱
ま
っ
て
い

く
と
さ
れ
る
が
、
や
は
り
中
世
前
期
の
段
階
で
は
、
尊
敬
語
に
丁
寧

語
は
下
接
さ
せ
に
く
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
御

～
あ
り
」
と
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
と
の
例
数
を
比
較
し
た
【
表

六
】、「
御
～
候
ふ
」
と
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ひ
候
ふ
」
と
を
比
較
し

た
【
表
七
】
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
例
数
の
総
和
で
あ
る
。

「
御
～
あ
り
」
の
例
数
は
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
の
五
分
の
一
程

度
し
か
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
「
御
～
候
ふ
」
は
「
～
せ
・

さ
せ
た
ま
ひ
候
ふ
」
の
三
倍
近
く
の
例
数
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
例
数

の
差
は
、
相
互
承
接
の
制
約
が
中
世
前
期
に
至
っ
て
も
影
響
を
残
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。つ
ま
り
、「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ひ
候
ふ
」

と
い
う
「
尊
敬
語
＋
丁
寧
語
」
の
形
式
よ
り
も
、
常
体
の
「
あ
り
」

を
丁
寧
語
に
し
た
「
御
～
候
ふ
」
の
方
が
用
い
ら
れ
や
す
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ひ

【
表
六
】

【
表
七
】

未
然

連
用

終
止

連
体

已
然

命
令

合
計

御
～
あ
り

七
八

二
一

二
二

八

一

一
三
〇

～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ

五
六

三
二
六
一
〇
六

七
四

三
九

四
五

六
四
六

未
然

連
用

終
止

連
体

已
然

命
令

合
計

御
～
候
ふ

四

九

一
〇

一
三

一

一
三

五
〇

せ
・
さ
せ
た
ま
ひ
候
ふ

二

一
〇

二

二

三

一
九
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候
ふ
」
と
い
う
言
い
方
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
に
、
い
わ
ば
消
極
的

に
「
御
～
あ
り
」
が
選
択
さ
れ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

　

二
つ
目
の
理
由
は
、「
行
為
要
求
」
の
表
現
に
お
い
て
は
、
聞
き

手
に
対
し
て
一
層
の
待
遇
的
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
た
め
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
中
古
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
尊
敬
語
＋
丁
寧
語
」

と
い
う
承
接
が
ほ
ぼ
見
ら
れ
ず
、
中
世
前
期
に
至
っ
て
も
、
そ
の
例

数
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、「
尊
敬
語
＋
丁

寧
語
」
の
機
能
を
持
っ
た
「
御
～
候
ふ
」
が
出
現
す
る
と
、
身
分
の

高
い
人
物
へ
の
行
為
要
求
に
は
、
行
為
の
為
手
と
し
て
の
相
手
へ
の

敬
意
と
合
わ
せ
て
、聞
き
手
と
し
て
の
相
手
へ
の
敬
意
を
表
せ
る「
御

～
候
ふ
」が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。こ
れ
が
、

「
御
～
候
ふ
」
が
先
に
尊
敬
形
式
と
し
て
一
体
化
し
た
積
極
的
な
理

由
で
あ
る
。

　

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
御
～
あ
り
」と「
御
～
候
ふ
」と
は
、

尊
敬
形
式
と
、
そ
れ
に
丁
寧
語
を
加
え
た
形
式
と
い
う
単
純
な
関
係

で
は
な
く
、
尊
敬
形
式
と
し
て
の
発
達
の
し
か
た
が
異
な
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
丁
寧
語
が
加
わ
っ
た
「
御
～
候
ふ
」
が
先

に
尊
敬
形
式
と
し
て
発
達
し
、そ
れ
を
追
う
か
た
ち
で
、「
御
～
あ
り
」

の
尊
敬
形
式
と
し
て
発
達
が
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

五　

本
稿
の
結
論

　

本
稿
で
は
次
の
二
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
　

１�

「
御
～
あ
り
」
と
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
と
は
、
介
在
・

上
接
す
る
語
が
漢
語
か
和
語
か
と
い
う
違
い
の
み
で
は
説
明

で
き
ず
、
敬
意
差
と
も
考
え
が
た
い
。
両
形
式
の
差
異
の
一

つ
と
し
て
、命
令
形
の
機
能
差
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
行
為
要
求
」

も
「
希
求
」
も
表
し
う
る
「
～
せ
・
さ
せ
た
ま
ふ
」
に
対
し

て
、「
御
～
あ
り
」
は
「
希
求
」
し
か
表
さ
な
い
。
こ
の
こ

と
に
お
い
て
、「
御
～
あ
り
」
は
、
尊
敬
形
式
と
し
て
未
発

達
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
世
前
期
に

お
け
る「
御
～
あ
り
」が
尊
敬
形
式
と
し
て
未
発
達
で
あ
り
、

そ
の
機
能
に
制
限
が
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
中
世
後
期
に
至

る
ま
で
、
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
理
由
も
理
解
さ

れ
る
。一
つ
の
形
式
で
よ
り
広
い
表
現
領
域
を
持
つ「
～
せ
・

さ
せ
た
ま
ふ
」
の
方
が
使
用
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　

２�
「
御
～
候
ふ
」
に
は
、「
御
～
あ
り
」
と
は
異
な
り
、
命
令

形
に
よ
る
行
為
要
求
の
例
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
命
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令
形
の
機
能
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
「
御
～
候
ふ
」
は
「
御

～
あ
り
」
よ
り
も
先
に
尊
敬
形
式
と
し
て
発
達
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
中
古
に
お
け
る
敬
語

の
相
互
承
接
の
制
約
の
影
響
で
、中
世
前
期
に
至
っ
て
も「
～

せ
・
さ
せ
た
ま
ひ
候
ふ
」
と
い
う
形
式
が
使
用
し
に
く
か
っ

た
た
め
で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
理
由
は
「
御
～
候
ふ
」
と
い

う
形
式
の
登
場
に
よ
っ
て
、
行
為
要
求
の
際
に
、
聞
き
手
へ

の
一
層
の
配
慮
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

　
　
　

�　

以
上
の
事
か
ら
、「
御
～
あ
り
」
と
「
御
～
候
ふ
」
と
の

関
係
は
、
尊
敬
形
式
と
そ
れ
に
丁
寧
語
を
加
え
た
も
の
と
い

う
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
先
に
「
御
～
候
ふ
」
が
発
達
し
、

そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
る
形
で
「
御
～
あ
り
」
も
尊
敬
形
式
化

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
共
時
的
な
分
析
を
も
と
に
、
丁
寧
語
の
有
無
が
尊
敬

形
式
化
の
順
番
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
こ

の
よ
う
な
事
例
は
、
管
見
の
限
り
、
従
来
の
研
究
に
は
見
ら
れ
な
い

も
の
で
あ
る
が
、
重
要
な
観
点
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
回
は
、
特
に
命
令
形
の
機
能
を
中
心
に
論
じ
て
き
た
が
、
未
然

形
の
有
無
な
ど
、
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
点
も
多
い
。
ま
た
今
回
は
、

共
時
的
な
分
析
を
も
と
に
通
時
的
変
化
の
要
因
を
考
え
る
事
に
主
眼

が
あ
り
、
実
際
に
「
御
～
あ
り
」
が
尊
敬
形
式
化
し
て
い
く
と
い
う
、

通
時
的
変
化
の
過
程
に
つ
い
て
も
、ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
1�

）「
御
～
あ
り
」
の
う
ち
、
対
象
と
す
る
の
は
、
和
語
動
詞
連
用
形
・

漢
語
動
名
詞
が
介
在
し
た
も
の
の
み
で
あ
る
。

（
２�

）「
わ
た
ら
せ
給
ふ
」
の
形
式
で
は
、
移
動
の
意
味
を
表
す
も
の
の

み
を
対
象
を
す
る
。

（
３�

）
こ
の
「
御
～
あ
り
」
と
い
う
形
式
は
「
接
頭
辞
＋
名
詞
も
し
く
は

動
詞
連
用
形
＋
あ
り
」
と
い
う
、
語
の
連
続
か
ら
、
最
終
的
に
「
御

～
あ
り
」
全
体
で
一
つ
の
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
尊
敬
形
式
へ
と
変
化

を
遂
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
、「
一
つ
の
も
の
と
捉
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
」
段
階
を
、
本
稿
で
は
「
尊
敬
形
式
と
し
て
一
体
化
」

し
た
段
階
と
捉
え
る
。
ま
た
、
一
体
化
を
果
た
し
て
お
ら
ず
、
変
化

の
過
程
に
あ
る
状
態
に
お
い
て
は
、「
尊
敬
形
式
と
し
て
の
発
達
の

度
合
い
」
を
問
題
に
す
る
。
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（
4�
）
な
お
、
当
為
表
現
の
認
定
基
準
も
助
動
詞
「
べ
し
」
を
下
接
し
て

い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。　　
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